
                       

 

令和８年４月 28 日 

航空局国際航空課 

航空局航空事業課 

 

2026 年夏期スケジュール 国際定期便の概要について 
 

 

 

 

 

 

○ 運航便数の動向（旅客便・貨物便）について 

  2026 年夏期当初の運航便数は、5996.5 便/週（うち、旅客便：5,445.5 便/週、貨物

便：551便/週）で、前年同時期（2025 年夏期当初）の▲３%（旅客便：▲４%、貨物便：

＋８%）となりました。 

 

○ 方面別・空港別の主な動向（旅客便）について 

・全般 

中国路線は大幅に便数が減少しましたが、韓国、台湾、香港、マレーシア、インド

のアジア路線や米国本土、欧州路線で前年同時期より便数が増加しました。 

また、外国企業による便数は減少しましたが、日本企業による便数は、前年同時期

と比較して増加しました。 

 ・主要５空港 

（成田国際空港、東京国際空港（羽田）、関西国際空港、中部国際空港、福岡空港） 

   主要５空港のうち羽田、福岡については前年同時期を上回る便数が就航しました。 

 ・地方空港（上記５空港以外の国際線定期便が就航している空港） 

    地方空港全体では、前年同時期より便数が増加しました。中国便が減少した一方

で、タイ、韓国、マレーシア、台湾便が増加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省は、2026 年夏期スケジュール期間（令和８年３月 29 日～令和８年 10

月 24 日）の国際定期便の事業計画について、航空会社 128 社（本邦社：８社、外航

社：120社）から申請があり、３月 16日～27日に認可しました。 

 

＜問合せ先＞ 

航空局 航空ネットワーク部 国際航空課 池田、佐々木 

TEL：03-5253-8111 

航空局 航空ネットワーク部 航空事業課 吉原 

TEL：03-5253-8111 


